
 資 料 2   

3 

○ 千葉県情報公開推進会議の設置について 
 
１ 設置の根拠等 
（1）設置に至る経緯 

・千葉県情報公開推進委員会の提言 平成１５年９月 
・千葉県情報公開審査会の答申 平成１６年８月 

（2）設置年月日 平成１７年７月７日 
（3）設置の趣旨 情報公開制度の充実と円滑な運用のために、制度の運営の改善

について県民の意見を取り入れ検討し、併せて開示請求者等から
の情報公開事務に関する苦情の処理を行う附属機関として設置 

（4）設置の根拠  千葉県行政組織条例第２８条 別表第 2、第２９条 別表第 3 
（5）権能等の規定 千葉県情報公開条例第２７条の２ 
          千葉県議会情報公開条例第２８条の２ 
 
（参 考） 
千葉県行政組織条例（抄） 
（設置等） 

第２８条 県に別表第２上欄に掲げる附属機関を置き、当該附属機関において担
任する事務は、同表下欄に掲げるとおりとする。 

２項、３項（略） 
（組織等） 

第２９条 前条第１項の規定により設置された附属機関の組織、委員の構成、定
数及び任期は、別表第３のとおりとする。 

２項（略） 
 
別表第２ 

附属機関名 担任する事務 

千葉県情報公開推進会議 
情報公開制度の運営の改善に関する事項について調査審議し、これ
に関し必要と認める事項を知事に答申し、又は建議すること。 

別表第３ 
附属機関名 組織 委員の構成 定数 任期 

千葉県情報公開推進会議 
会 長 
委 員 

１ 学識経験を有する者 
２ 住民の代表者 

５人以内 
１０人以内 

２年 

  
千葉県情報公開条例（抄） 
（推進会議） 

第２７条の２ 千葉県情報公開推進会議（以下「推進会議」という。）は、情
報公開制度の運営の改善に関する事項について調査審議するため、必要な情報
の提供を実施機関その他推進会議が必要と認めるものに求めることができる。
この場合において、当該情報の提供が行政文書の提示により行われたときは、
何人も、推進会議に対し、その提示された行政文書の開示を求めることができ
ない。 

２ 県民は、情報公開制度の運営の改善に関する意見を推進会議に対して述べ
ることができる。 

３ 開示請求をし、又はしようとするものは、実施機関の情報公開に係る事務
についての苦情があるときは、推進会議に対し、その旨を申し出ることができ
る。ただし、次の各号に掲げる苦情については、これを申し出ることができな
い。 
（1）審査会の調査権限についての苦情 
（2）開示決定等について行政不服審査法による不服申立てをすることができ

るものに係る苦情 
（3）開示決定等について行政不服審査法による不服申立てを行った場合にお

ける当該不服申立てに係る苦情 
４ 推進会議は、前項の規定による苦情の申出があったときは、適切かつ迅速

にこれを処理するよう努めるものとする。 
５ 推進会議の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を

退いた後も同様とする。 
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２ 具体的な活動 
（1） 制度の運営の改善についての調査審議 
   情報公開制度の充実と円滑な運営のため、請求、決定等の情報公開事務の

状況等に基づき、制度の運営の改善について調査審議する。 
（2） 情報公開事務に関する苦情処理 
   情報公開事務に関する苦情を受け付け、第三者的立場から事情等を調査し、

これらの苦情を処理する。 
 
○ 千葉県情報公開推進会議の活動実績について 

１ 第４期の活動実績（平成２３年７月７日～平成２５年７月６日） 

（1）会議（全体会）開催の状況 

情報公開推進会議では、情報公開制度の運営の改善について調査審議すると

ともに、開示請求者等から申出のあった苦情の処理結果の報告などを行ってい

る。 

ア 平成２３年度第１回会議（平成２３年８月１１日） 

(ｱ) 会長の選出、職務代理者の指定、部会の委員の指名が行われた。 

(ｲ) 第３期（平成２１年７月７日～平成２３年７月６日）の活動実績及び

これまでの主な検討内容について説明があり、意見があった。 

(ｳ) 開示請求等の運用状況及び情報提供の状況について説明があり、質疑

があった。 

(ｴ) 苦情処理調査部会が処理した４件の苦情の処理結果及び新たに申出

があった１８件の苦情についての報告並びに第３期の苦情処理調査部

会部会長から補足説明があり、質疑及び意見があった。 

(ｵ) 情報公開制度の運営の改善に関する意見書について報告があり、意見

があった。 

イ 平成２４年度第１回会議（平成２４年６月１２日） 

(ｱ)  開示請求等の運用状況及び情報提供の状況について説明があり、質

疑があった。 

(ｲ)  苦情処理調査部会が処理した２３件の苦情の処理結果及び新たに申

出があった１０件の苦情についての報告・説明があり、質疑及び意見

があった。 

ウ 平成２５年度第１回会議（平成２５年５月２９日） 

(ｱ)  苦情処理調査部会が処理した２１件の苦情の処理結果についての報

告・説明があり、質疑及び意見があった。 

（2）苦情処理調査部会の開催状況 

苦情事案に係る調査を行った調査委員は、調査の結果を部会に報告し、部会

において苦情処理に関する検討を行った結果、関係する実施機関等の対応に問

題があったと認めるときは、実施機関等に対し、問題点を指摘し、是正等に関

する意見を通知することとしている。 

ア 平成２３年度の苦情処理状況 
平成２３年度は、２５件（申出実人数２名）の苦情申出があり、実施機

関に是正を求めた事案は６件であった。 

・第１回部会（平成２３年６月３日）※第３期委員による開催 



 資 料 2   

5 

・第２回部会（平成２３年８月１１日） 

・第３回部会（平成２４年２月７日） 

・第４回部会（平成２４年３月１３日） 

イ 平成２４年度の苦情処理状況 
平成２４年度は、１９件（申出実人数２名）の苦情申出があり、実施機

関に是正を求めた事案は５件であった。 

・第１回部会（平成２４年５月８日） 

・第２回部会（平成２４年９月１４日） 

・第３回部会（平成２４年１１月８日） 

・第４回部会（平成２５年２月７日） 

 

２  苦情処理について  

苦情処理の検討の結果、実施機関に対し改善の必要が認められる事項につい

て、是正等に関する意見を通知した。 

是正を求めた主な内容は、①開示請求に係る個人情報の漏えい、②対象文書

の特定や特定に係る補正の手続、③開示決定等の期限の徒過、④異議申立てに

対する処理、⑤異議申立てに係る文書の保存期間の設定、⑥開示を実施する文

書の処理、⑦開示請求者に対する対応、などについてである。 

   

 

【参考】苦情処理状況（件） 

 

年度 

 

処理結果 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 計 

実施機関に是正を

求めた事案 
4 1 1 6 5 7 6 5 35 

実施機関の対応に

不適切な点がなか

った事案 

7 9 12 19 4 9 16 10 86 

行政不服審査法な

ど他制度により処

理されるべき事案 

9 2 2 0 0 0 3 3 19 

取下げの事案 0 0 1 0 0 0 0 1 2 

処理中の事案 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

年度別苦情件数 

 

（申出実人数）名 

20 

 

(6） 

12 

 

(2） 

16 

 

(2） 

25 

 

(2） 

9 

 

(6） 

16 

 

(2） 

25 

 

(2） 

19 

 

(2） 

142 

 

(10） 

 ＊H２５年度の苦情申出件数は、１４件（H25.9.20 現在） 
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【平成２１年８月２７日付け情公推第２９号別紙】 ※平成２３年３月改正 

 

苦情処理調査部会の運営について 
 

苦情処理調査部会においては、部会を構成する委員以外の委員にも下記のとおり部会

に参加いただくこととしている。 

記 

１ 委員の選任について 

ア 原則は情報公開推進会議委員の名簿順に、部会に参加する旨事前に回答があった

委員を選任するものとする。 

イ 部会への参加の可否については、事前に委員に確認するものとする。 

 

２ 委員の身分について 

苦情処理調査部会を構成する委員ではなく推進会議の委員として、部会に関与する

ものとする。 

 

３ 委員と申出人の利害関係の有無について 

苦情申出や開示請求を一緒にやっていたなど、委員と苦情申出人の関係が強い場合

は選任しないものとする。その他、利害関係の有無については苦情処理調査部会で検

討するものとする。 

 

４ 委員が関与する範囲について 

ア 部会を構成する委員とともに調査にあたり、部会の会議で意見を述べるものとす

る。 

イ 部会での最終的な議決・判断にあたっては、委員の意見を尊重するものとする。

この場合において、意見が一致せず、部会で議決することが適当でないと部会長が

判断する場合は、推進会議に報告するものとする。 
   
 


